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特別支援教育の教員養成課程で学ぶ大学生の

学習態度と技能習得の実態

～琉球大学学生への質問紙調査結果から～
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要旨

琉球大学および鹿児島大学では、平成19年10月より、専門職大学院等教育推進プログラム「生

きる教師力を育む特別支援学校教員養成」を実施している。理論と実践とが調和し、常に自己点

検と資質向上に努められるような教員を養成することを目指す事業である。本稿では、学生の学

習行動や技能習得の実態や大学に期待するサービス等について、学生に対する質問紙調査の結果

の概要を紹介した。事業開始前の学生の実態を把握するものである。その結果、深く学びたいと

思ってもそのまま放ってしまう学生やどうしたらいいのかわからないという学生が少なくないこ

と、障害のある子どもと関わるときに必要な特別な技能があまり身についていないと感じる学生

が多いことなどが明らかとなった。

キーワード特別支援教育教員養成技能習得

Ｉはじめに 期間は平成19年１０月～平成21年３月である。

本事業では、①特別支援教育のためのか本事業では、①特別支援教育のためのカリキュ

ラムの充実、②地域と連携した特別支援教育プロ

グラムの開発、③オンラインポートフォリオと補

習メディアシステムの構築、の３点を主要な事業

内容としている。

事業の実施にあたり、学生の実態をまず把握し、

学生の学習態度の現状や大学への多様なニーズな

どを整理することを主な目的として、両大学の特

別支援教育を専攻する教員養成課程の学生を対象

にした意識調査を実施した。今回はその調査結果

について、琉球大学の学生回答分のうち、量的デー

タの分析結果について報告する。

琉球大学および鹿児島大学では、教員養成にお

ける専門的人材育成の課題の解決に向け、専門職

大学院等教育推進プログラム（専門職ＧＰ）に応

募、採択された。事業名は「生きる教師力を育む

特別支援学校教員養成プログラム」（主幹校：鹿

児島大学）である。理論と実践とが調和し、常に

自己点検と資質向上に努められるような教員を養

成することを目指すことを事業目的とした。事業
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れ、回収率は85.4％であった。性別では表２の通

り、６割以上を女性が占めた。

Ⅱ方法

１対象

琉球大学教育学部障害児教育専修の学部学生を

対象とした。在籍学生の内訳は、学部生48名（１

年-12名２年-13名３年-11名４年-14名）

であった。なお、専攻科および大学院生に対して

は説明・周知のための機会が十分になかったため、

今回の分析対象からは除外した。

表１回答者の学年別内訳

学年 人（％）

答
年
年
年
年
回

１
２
３
４
無

１０（244％）

1２（29.3％）

６（14.6％）

８（19.5％）

５（12.2％）２手続き

本事業における学生へのサービスとして、事業

開始前のプレテストと位置付けて、平成19年11月

中旬に調査票を学生に配布した。学年ごとに指導

教員らが説明会を開いて調査の趣旨や目的を説明

したほか、学科掲示板等で対象学生に調査への協

力を繰り返し呼びかけた。学生には責任を持った

回答を期待するため調査は記名式とし、個人が特

定される形式で実施した。ただし、事務補助員に

よるローデータ入力の段階で氏名は削除し、個人

と回答内容を照合することはないように配慮した。

計 4１（100.0％）

表２回答者の性別内訳

性別 人（％）

男
女 1６（39.0％）

2５（61.0％）

計 4１（100.0％）

２専門的知識の習得度

「これまで受けてきた講義や演習を通して、専

門的知識が身についていると思いますか？」の回

答結果を表３に示した。「十分身についている」

という者はまったくいない一方で、「あまり身に

ついていない」という学生が約１／４を占め、講

義や演習のあり方に疑問を持つ者が少なくないこ

とも示唆された。「どちらともいえない」もｌ／

３以上を占めており、講義や演習だけでは自信に

まではつながらないことが明らかとなった。

３調査内容

調査項目は、フェースシートのほか、専門的知

識の習得度・学習行動、特別な技能の必要』性・習

得機会、卒業後の進路希望、大学に期待するサー

ビスなどから構成される。鹿児島大学、琉球大学

とも共通の調査票を用いて実施した。

Ⅲ結果と考察

１回答学生の内訳

有効回答者について学年別にみると、学部１，

２年次の回答者が多かった（表１）。これは実施

時期の問題がある。文部科学省からの事業採択通

知の時期が10月と遅かったため、卒業研究の佳境

に差し掛かった時期（11月）に調査を実施せざる

を得ず、記入負担の大きい調査に学生の協力が十

分に得られなかった。なお、卒業研究や学年末試

験が終了した２月に入り、追加回答が多数あった

が、事業のpre-testとしての意味合いもあるこ

とから、今回は分析対象から外すこととした。学

部在籍学生48名のうち、４１名から有効回答が得ら

「これまで受けてきた講義や演習を通して、

専門的知識が身についていると思いますか？」

の回答結果

表３

,性別 人（％）

全く身についていない

あまり身についていない

どちらともいえない

ある程度身についている

十分身についている

無回答

Ｏ（0.0％）

1１（268％）

1５（36.6％）

1４（341％）

０（0.0％）

ｌ（２４％）

計 41(100.0％）
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３深く学びたいと思った時の学習行動

「深く学びたいと思った時に、あなたはどうい

う行動に移すことが多いですか？以下の行動につ

いて、選択肢の中からあてはまる番号を記入して

ください｡」という質問に対して、それぞれの行

動ごとに回答をまとめた。

表４－２深く学びたいと思った時に、「友達や

先輩に聞く」の回答結果

性別 人（％）

２（4.9％）

Ｏ（0.0％）

４（９８％）

2０（48.8％）

1２（29.3％）

３（7.3％）

まったくない

あまりない

どちらともいえない

少しある

よくある

無回答

（１）「大学の先生に聞きにいく」

「よくある」と「少しある」の合計が約４割み

られた一方で、「あまりない」と「まったくない」

を合わせて約半数を占めた。相談によく来る学生

とそうでない学生とに大きく分かれる印象が近年

あったが、今回の調査ではっきりと裏付けられた。

後者については、どのような要因でなかなか聞き

に来られないのかを探る必要が今後あるだろう。

41(1000％）計

（３）「本や雑誌を買って読む」

「よくある」と「少しある」の合計が約半数を

占めたが、「まったくない」も１割程度を占めて

いた。沖縄県の場合は、子どもの頃からの読書習

慣の乏しさや家庭の経済的状況も一因として考え

られるだろう。しかし、大切な金で買った本はき

ちんと読んで勉強する学生が経験的に多いことか

ら、あまり本を買わない学生への指導のあり方も

再考する必要があるだろう。

表４－１深く学びたいと思った時に、「大学の

先生に聞きにいく」の回答結果

,性別 人（％）

(171％）

(31.7％）

（4.9％）

(268％）

(122％）

（7.3％）

まったくない

あまりない

どちらともいえない

少しある

よくある

無回答

７
田
２
Ⅱ
５
３

表４－３深く学びたいと思った時に、「本や雑

誌を買って読む」の回答結果

人（％）`性別

６（14.6％）

５（12.2％）

７（17.1％）

1３（31.7％）

７（17.1％）

３（7.3％）

まったくない

あまりない

どちらともいえない

少しある

よくある

無回答

計 41(100.0％）

（２）「友達や先輩に聞く」

「よくある」と「少しある」の合計が約８割を

占めた。このことから、先輩が後輩にスーパーバ

イズしやすい環境の整備をすることが、学生の学

習意欲を喚起する上で効果的であると考えられた。

グループ学習を積極的に導入したり、ティーチン

グ・アシスタント（Ｔ、Ａ､）に明確な役割を与

えて学生に周知したりして、効果的に活用するこ

とが大切であろう。

計 41(100.0％）

（４）「書籍等を借りて調べる」

「あまりない」と「まったくない」を合わせた

合計は220％を占めた。このことから、本を読ま

ないのは経済的な問題ではなく、学生の学習態度

や意欲により大きな問題があることが示唆された。
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表４－４深く学びたいと思った時に、「書籍等

を借りて調べる」の回答結果

た。これは特別支援教育に限らず、大学教育の危

機であると言ってよい。大半が将来教員を目指す

学生であるからなおさら大変な事態である。深く

学びたいという意欲があっても、なぜ放っておい

てしまうのだろうか。学び方の方法が分からない

のか、単に無気力であるのか、あるいはその他の

原因があるのか、その究明が早急に必要である。

性別 人（％）

まったくない

あまりない

どちらともいえない

少しある

よくある

無回答

４（9.8％）

５（12.2％）

８（19.5％）

1５（36.6％）

６（14.6％）

３（7.3％） 表４－６深く学びたいと思った時に、「そのま

ま放っておく」の回答結果計 41(100.0％）

性別 人（％）

（５）「インターネットで調べる」

「よくある」と「少しある」の合計が6割を超

え、多くの学生がＩＴに慣れ親しんでいることが

示された。インターネットは生活にも密着した身

近な情報収集の手段となっているが、その活用方

法に関してはまだ検討の必要がある。今回の調査

では明らかとなっていないが、卒業研究での文献

検索において、googleやYahooなどの検索サイ

トでしか調べず、専門的な文献データベースを活

用していない学生が少なからずみられるからであ

る。レポートについても、あるサイトからの丸写

しと思われるようなものを目にすることもある。

インターネットをどのように活用して、いかに必

要な情報を取得するか、そのモラルも含めて方法

論から系統的に指導する必要があろう。

まったくない

あまりない

どちらともいえない

少しある

よくある

無回答

（9.8％）

(24.4％）

(31.7％）

(17.1％）

（9.8％）

（7.3％）

４
，
岨
７
４
３

計 41(100.0％）

（７）どうしたらいいのかわからない

「よくある」と「少しある」の合計が４割を超

え、かなりの学生が勉強の仕方から知らないこと

が推察された。以前の国立大学には助手（現在の

助教）が学生にとって身近な助言者であった。大

学における授業や研究の意味、’情報の調べ方やレ

ポートの書き方、文献検索や図書館の利用法、研

究の進め方や分析の仕方など、以前は助手が総合

的なコーチング役となっていた。助手を削減した

弊害がまさに表面化していると言える。博士後期

課程まで設置されている大学ならティーチング・

アシスタントの人材も豊富であろうが、修士課程

の院生では、ティーチング・アシスタントとして

できる範囲も限定されてしまう。改めて学生への

コーチング役を果たすような専門職が必要とされ

ていると言えるだろう。本事業では、平成20年度

にコーチング研究員を１名雇用し、コーチングチー

ムを設置して学生の指導にあたらせている。この

効果についても今後検証したい。

表４－５深く学びたいと思った時に、「インター

ネットで調べる」の回答結果

性別 人（％）

まったくない

あまりない

どちらともいえない

少しある

よくある

無回答

ｌ（2.4％）

３（7.3％）

８（19.5％）

1５（36.6％）

1１（26.8％）

３（7.3％）

計 41(100.0％）

（６）そのまま放っておく

「よくある」と「少しある」の合計が269％も

みられた。せっかく講義などで深く学びたいとモ

チベーションを喚起しても、自ら学ぼうとしない

学生がかなり大学に存在していることが明確となっ

－３４－
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表４－７深く学びたいと思った時に、「どうし

たらいいのかわからない」の回答結果

表６「あなたは、前問であげた特別な技能を身

につけていると思いますか？」の回答結果

性別 人（％） ↓性別 人（％）

９（220％）

５（12.2％）

６（146％）

1６（39.0％）

２（4.9％）

３（7.3％）

全く身についていない

あまり身についていない

どちらともいえない

ある程度身についている

十分身についている

無回答

まったくない

あまりない

どちらともいえない

少しある

よくある

無回答

２（4.9％）

1４（341％）

1９（463％）

６（146％）

Ｏ（0.0％）

Ｏ（0.0％）

41(100.0％）計 計 41(100.0％）

（３）特別な技能の習得方法

「その特別な技能は、どこで身についたと思い

ますか？」という質問に対し、以下の項目ごとに

回答を求め、表７－１～表７－６に示した。

「教育実習を通して身についた」については、

｢まったくあてはまらない」と「あまりあてはま

らない」で約４割を占めた。これは学部生全学年

を対象としているため、１，２年次が否定的な回

答をしたことによると思われる。しかし、１，２

年次に対して実施している教職体験では、障害の

ある子どもと関わるときに必要な特別な技能は習

得できないことを意味するものでもあり、今後教

職体験の在り方についても検討の余地があろう。

なお、障害児教育専修では、１年次に対して９

月の夏季休暇中に特別支援学校等を５日間かけて

授業見学する「障害児教育観察」という授業科目

を設けている。休み時間中に障害児と少し接する

ことは可能であるが、授業見学を主体とするもの

であるため、特別な技能の習得までは期待できな

いものである。正課の中で特別な技能の習得をど

のレベルまで目指すべきであるのかについては、

今後カリキュラムの改正に向けて慎重に検討する

必要がある。

４特別な技能

（１）特別な技能の必要`性

「障害のある子どもと関わるときに、障害のな

い子どもたちに対する時とは異なる、特別な技能

(指導法や関わり方など）が必要だと思いますか？」

の回答結果を表５に示した。「必要である」と

｢やや必要である」の合計が８割を超え、大半の

学生が障害のある子どもと関わるときに特別な技

能を必要としていることを認識していた。

表５ 「障害のある子どもと関わるときに、障害

のない子どもたちに対する時とは異なる、

特別な技能（指導法や関わり方など）が必

要だと思いますか？」の回答結果

性別 人（％）

全く必要でない（障害のな

い子どもと同じでよい）

あまり必要でない

どちらともいえない

やや必要である

絶対必要である

Ｏ（0.0％）

（4.9％）

(12.2％）

(43.9％）

(39.0％）

２
５
旧
肥

計 41(100.0％）

（２）特別な技能の習得度

「あなたは、前問であげた特別な技能を身につ

けていると思いますか？」の回答結果を表６に示

した。「十分に身についている」はひとりもおらず、

｢あまり身についていない」と「全く身について

いない」の合計が約４割を占め、多くの学生が特

別な技能をまだ習得していないと認識していた。

－３５－
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「大学の講義や演習を通して身についた」につ

いては、約半数の学生が肯定的な回答をしていた。

これは予想以上に高い結果であり、実践的な授業

が多くなっていることの裏付けでもあるが、否定

的な回答も約２割あり、学生の捉え方も割れてい

ると見るのが無難であろう。

表７－１その特別な技能は、「教育実習を通し

て身についた」の回答結果

性別 人（％）

９（22.0％）

７（17.1％）

６（146％）

７（17.1％）

６（14.6％）

６（14.6％）

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

どちらともいえない

少しあてはまる

よくあてはまる

無回答

表７－３その特別な技能は、「大学の講義や演

習を通して身についた」の回答結果

計 41(100.0％）
'性別 人（％）

３（7.3％）

５（12.2％）

1１（268％）

1７（41.5％）

３（7.3％）

２（4.9％）

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

どちらともいえない

少しあてはまる

よくあてはまる

無回答

「ボランティアなどの活動を通して身についた」

については、９割以上が肯定的な回答を示した。

特別な技能の習得にはもっとも効果的な活動であ

る。障害児教育専修の学生は大半の者が１年次か

らボランティアに参加している。学生が主体となっ

て毎週土曜日に定期的に実施しているボランティ

アサークルは長い伝統があり、この活動を通して

実践的なスキルを身につけている学生が多い。ま

た、夏休みには、肢体不自由児らとキャンプに行

くという活動も定例化している。これはＹＭＣＡ

が主催となっているが、事実上障害児教育専修の

学生が企画・運営までを手掛けている。キャンプ

当日の関わりだけでなく、学生同士で何度もミー

ティングを繰り返し、長い準備期間を必要として

いるものである。この活動もまた、教員を目指す

上で有意義なものであると言える。これら２つの

活動はいずれも学生が自主的に行うもので、大学

の正課とは関係のないものであるが、キャンプの

日程や活動にはできる限りの配慮をして、活動に

支障がないよう教員も応援している。

41(100.0％）計

「幼い頃から同級生や親族等に障害のある人が

いて自然に身についた」については、あてはまる

としたのは２割にしか過ぎなかった。身近な関わ

りが勉学意識を高めることは確かであろうが、そ

れだけに期待していても特別な技能の習得には至

らない。大学が体系的なカリキュラムを提供する

ことが必要不可欠であろう。

その特別な技能は、「幼い頃から同級

生や親族等に障害のある人がいて自然

に身についた」の回答結果

表７－４

性別 人（％）

０（００％）

０（0.0％）

１（2.4％）

1９（46.3％）

1９（46.3％）

２（４９％）

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

どちらともいえない

少しあてはまる

よくあてはまる

無回答

表７－２ その特別な技能は、「ボランティアな

どの活動を通して身についた」の回答

結果

性別 人（％）
計 41(100.0％）

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

どちらともいえない

少しあてはまる

よくあてはまる

無回答

Ｏ（0.0％）

Ｏ（0.0％）

１（2.4％）

1９（463％）

1９（46.3％）

２（4.9％）

「なんとなく身についた」については、あては

まると答えた者は１割強にしか過ぎなかった。特

別な技能は、意識的に、かつ計画的に習得させる

ことが必要であろう。

計 41(100.0％）
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表７－５その特別な技能は、「なんとなく身に

ついた」の回答結果

ように活用されるのかということまで、授業で学

生に丁寧に解説することが今の教員には求められ

ている。しかし、授業時間内では十分に消化でき

ない学生も多いと思われるので、別の形でサポー

トすることも今後検討が必要であろう。

性別 人（％）

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

どちらともいえない

少しあてはまる

よくあてはまる

無回答

(36.6％）

(24.4％）

(171％）

(12.2％）

（2.4％）

（7.3％）

咀
加
７
５
１
３

表８ あなたは、障害のある子どもたちと関わる

ときに、大学で学んだ理論や知識をどれく

らい活用することができた（できている）

と思いますか？計 41(100.0％）

'性別 人（％）
「そもそも身についていないと思う」は約４人

に１人が肯定した。自信の持てない学生が少なく

ないことの裏返しである。今後はこうした学生に

対するきめ細やかなサポートが特に必要となろう。

10％未満

10％以上20％未満

20％以上30％未満

30％以上40％未満

40％以上50％未満

50％以上60％未満

60％以上70％未満

70％以上80％未満

80％以上90％未満

90％以上１００％未満

無回答

３（7.3％）

２（4.9％）

1１（26.8％）

６（146％）

４（9.8％）

６（146％）

４（9.8％）

３（7.3％）

Ｏ（0.0％）

ｌ（2.4％）

１（2.4％）

表７－６その特別な技能は、「そもそも身につ

いていないと思う」の回答結果

性別 人（％）

まったくあてはまらない

あまりあてはまらない

どちらともいえない

少しあてはまる

よくあてはまる

無回答

(36.6％）

(244％）

(171％）

(122％）

（2.4％）

（7.3％）

旧
ｍ
７
５
１
３

計 41(100.0％）

６進路希望

「あなたは、教師になりたいですか？」の回答

結果を表９に示した。過半数が特別支援学校と答

えた。普通学級の教師を希望する学生も２割を超

え、特別支援教育の本格実施により、学生の進路

にも多様な考え方が生まれつつあることが示され

た。なお、教職以外の職に就きたいとする学生は

いなかった。

計 41(1000％）

全体を通して、よくあてはまると答えた割合が

もっとも高かったのは、「ボランティアなどの活

動を通して身についた」であった。次いで、「教

育実習を通して身についた｣、「幼い頃から同級生

や親族等に障害のある人がいて自然に身についた｣、

｢大学の講義や演習を通して身についた」と続い

た。 表９「あなたは、教師になりたいですか？」の

回答結果

５大学で学んだ理論や知識の活用

「あなたは、障害のある子どもたちと関わると

きに、大学で学んだ理論や知識をどれくらい活用

することができた（できている）と思いますか？」

に対する回答は、２０％以上30％未満が26.8％ともっ

とも多かった。ただし50％以上と答えた者も３分

の１を超えており、学生によってかなりのばらつ

きがみられた。実践において、理論や知識がどの

,性別 人（％）

特別支援学校の教師になりたい

特別支援学級の教師になりたい

普通学級の教師になりたい

その他の教師になりたい

教職以外の職に就きたい

無回答

(51.2％）

（９８％）

(22.0％）

（9.8％）

（００％）

（7.3％）

Ⅲ
４
９
４
０
３

計 41(100.0％）
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「インターネット上にある授業のビデ

オを見て、家で復習できるサービス」

への期待の回答結果

７大学に期待するサービス

「本学では将来的に以下のようなサービスを提

供できないか検討しています。そこで、各サービ

スについて、どの程度期待したいか」という質問

を行った。８つのサービスに対する期待度を５段

階で回答を求め、その結果を表１０－１～表１０－８

に示した。そして、各サービスに対する「とても

期待する」と「少し期待する」の合計割合を図１

にまとめた。

学生がもっとも期待していたのは、「現場で実

際に働いている人（教師、作業療法士、医師など）

や当事者（障害のある人や家族）が、大学の演習

で経験を話してくださるサービス」であり、８５．４

％に上った。これは、本事業における講義でのゲ

ストスピーカー招聰に相当し、今年度からすでに

実施したものである。具体的に予告したこともあっ

て、非常に高い期待を集めたのではないかと推察

される。

一方、もっとも期待度の低かったのは、「自分

が授業や教育実習を通して身につけた知識や力量

(技量）がグラフ等で分かりやすく表されるサー

ビス」であり、29.3％にすぎなかった。本事業で

開発を手がけているオンラインポートフォリオが、

まだ学生には馴染みがなく、わかりにくいもので

あるためと考えられた。実際に開発、運用を行う

なかで、期待度も徐々に上がっていくのではない

かと推測される。

実践経験を定期的に積むことのできる講義・学

生支援員派遣制度や、授業を自宅で復習できるビ

デオライブラリ、先輩等に気軽に相談できるよう

なコーチングチームの体制つくりなど、本事業を

通して提供を予定しているそれ以外のサービスに

ついては、いずれも期待度が50％を超えており、

事業のなかで計画通りに実施してよいものと考え

られた。

表1０－１

`性別 人（％）

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

とても期待する

無回答

１（２４％）

９（22.0％）

３（7.3％）

1０（24.4％）

1５（26.6％）

３（7.3％）

計 41(100.0％）

「現場で実際に働いている人（教師、

作業療法士、医師など）や当事者（障

害のある人や家族）が、大学の演習で

経験を話してくださるサービス」への

期待の回答結果

表1０－２

'性別 人（％）

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

とても期待する

無回答

Ｏ（0.0％）

２（４９％）

２（4.9％）

７（171％）

2８（68.3％）

２（４９％）

41(１０００％）計

表1０－３ 「自分が授業や教育実習を通して身に

つけた知識や力量（技量）がグラフ等

で分かりやすく表されるサービス」へ

の期待の回答結果

,性別 人（％）

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

とても期待する

無回答

1１（26.8％）

８（19.5％）

８（19.5％）

９（22.0％）

３（7.3％）

２（4.9％）

計 41(100.0％）
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「教員になってから、勤務校にいなが

らＴＶ会議システムを通じて講習など

に参加できるサービス」への期待の回

答結果

「理論を勉強する中でわからないとき

に、どんな勉強をしたらいいかを大学

の先生や大学院の先輩に相談できるサー

ビス」への期待の回答結果

表1０－７表1０－４

,性別 人（％）人（％）`性別

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

とても期待する

無回答

（2.4％）

（9.8％）

(26.8％）

(26.8％）

(29.3％）

（4.9％）

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

とても期待する

無回答

１（2.4％）

７（17.1％）

４（9.8％）

1２（29.3％）

1５（366％）

２（4.9％）

１
４
ｎ
ｎ
Ｅ
２

41(１０００％）計41(100.0％）計

「教員になってから、インターネット

上にある大学の授業を見ることができ

るサービス」への期待の回答結果

表1０－８「実際の学校に定期的に入って、実践

経験を積むことができるサービス」

への期待の回答結果

表1０－５

人（％）性別性別 人（％）

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

とても期待する

無回答

（4.9％）

(12.2％）

(146％）

(26.8％）

(36.6％）

（４９％）

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

とても期待する

無回答

(0.0％）

（２４％）

（9.8％）

(293％）

(537％）

（4.9％）

２
５
６
，
咀
２

０
１
４
，
皿
２

41(100.0％）41(100.0％） 計計

l繭ｦE三TH｡T］「学生時代に実践場面（教育実習やボ

ランティアなど）でわからないことが

あったときに、現場の先生などに相談

できるサービス」への期待の回答結果

表1０－６

６

'性別 人（％）

まったく期待しない

あまり期待しない

どちらともいえない

少し期待する

．とても期待する

無回答

（4.9％）

（7.3％）

(12.2％）

(415％）

(29.3％）

（４９％）

２
３
５
Ⅳ
皿
２

Ｇ

5６．１ ､3％

Ｅ

83.1％

41(100.0％）計 Ａインターネット上にある授業のビデオを見て、家で復習できるサービス
Ｂ現場で実際に働いている人（敬師、作業療法士、医師など）や当事音（障害のある人や家族）
が、大学の演習で経験を砧してくださるサービス

Ｃ自分が授業や敬育典習を通して身につけた知識や力風（技、）がグラフ等で分かりやすく漢
されるサービス

，理臓を勉強する中でわからないときに、どんな勉強をしたらいいかを大学の先生や大学院の
先輩に相談できるサーピス

ピ実際の学校に定期的に入って、突蝕経験を楓むことができるサービス
Ｆ学生時代に実践場面（教育実習やボランティアなど）でわからないことがあったときに、現
場の先生などに相談できるサービス

(】敬貝になってから.勤務校にいながらＴＶ会議システムを通じて鯛習などに参加できるサービス
１１敬日になってから．インターネット上にある大学の授業を見ることができるサービス

図１各サービス|こ対する「とても期待する」と

「少し期待する」の合計割合
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Ⅳおわりに 付記

本稿では、学生の学習行動や技能習得等の実態

について、学生に対する質問紙調査の結果の概要

を紹介した。今回取り上げた調査は事業開始前の

学生の実態を把握するものであった。

特別支援教育に関する知識や実践力は、ある程

度までは講義や演習を通して身につけることので

きる事項である。しかし、これらの能力は目にはっ

きり見えるものではなく、学生にとっても回答に

しにくいものであったかもしれない。しかし、こ

の調査を通して、学生も改めて現在の自分自身を

見つめ、教職を目指す上での認識を新たにするよ

い機会になったのではないかと考えられる。

特別支援教育を担う教員として、学生が理想を

求めれば求めるほどより高い資質を追求し、結果

として自分の力の至らなさや未熟さを感じるのも

事実であろう。本事業では、オンラインポートフォ

リオを開発することで、学生が習得した専門性を

できるだけ可視化し、彼らが達成感を味わいなが

ら、次の目標へ進むことを目指している。学生が

教職を目指す上で、現在どの程度の到達度であり

何が足りないのかを示唆する有効なツールではな

いかと考えている。オンラインポートフォリオの

試行運用を現在行っているところであるが、今後

その検証も行っていく予定である。

また、昨年度より現場の教員や実践家を招いて、

ゲストスピーカーとして「障害児基礎演習」の授

業などでお話しいただいた。今回の調査結果から

も明らかとなったように、学生のニーズとしては

とても高いものであった。こうした取り組みに対

する学生の評価や満足度についても、今後検証し

ていく予定である。

本稿は、平成19年度専門職大学院等教育推進プ

ログラム採択事業「生きる教師力を育む特別支援

学校教員養成～オンラインポートフォリオによる

理論・実践の融合と個別的学修プログラムの構築」

中間実施報告書をもとに、琉球大学分の結果を抽

出して、考察など加筆修正を加えたものである。

調査に協力いただいた学生の皆さんに感謝したい。
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